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10月1日

1日目

（水）

10月2日

２日目

（木）

10月3日

３日目

（金）

○使用教室　　本館３階講堂
＊注意事項 閉講式は12:20終了予定となっておりますが、講義時間の延長等により遅れる場合があります。

帰りの交通機関の利用等による閉講式の欠席は認めません。
参加にあたっては、「研修受講ガイドブック」（環境調査研修所ホームページに掲載）をよくお読み下さい。

令和７年度　「地域を強く」する地域経済データ活用研修　（～地域循環共生圏の構築を経済循環構造から導く～）　日程表（案）
8 9 10 11 12 13 14

昼休憩
（60分）

13：00～
14：30
（90分）

15 16 17

＜研修生 移動＞

10：00～
10：20
（20分）

10：30～
10：50
（30分）

休
憩
5
分

11：00～
12：00
（60分）

昼休憩
（60分）

13：00～
13：30
(30分）

移動
10分

13：40～17：15
（215分）

移動
10分

17：30～

【開講式】 【オリエンテーショ
ン】

【基調講義】 【講義】現地視察
に向けた導入

【現地視察】

15：45～
16：35
（50分）

・地域経済循環分析自動作成ツールを踏まえた各地域の
特徴整理、施策検討演習
・成果発表に向けた作業

【自
主学
習】
・適
宜振
返り
など

9：00～
11：00
（120分）

休憩
10分

11：10～
12：00
（60分）

【懇親会】

・研修趣旨、ワーク
内容説明
・自己紹介、グ
ループ分け
・アイスブレイク
など

・「地域の主体性のもとでの地域のあり
たい姿の検討」や、その実現に向けた
「環境・社会・経済課題の同時解決の
取組・事業の検討、創出」といった、地
域循環共生圏の考え方に関する講義
・地域経済循環分析によって、地域循
環共生圏の経済面を見える化すること
ができ、地域課題の解決につながる旨
を解説。

・地域経済循環分
析（波及効果ツー
ルの活用）におけ
る再エネ導入のメ
リット（域内循環率
の向上）等の説明

・地域脱炭素の取組事例（メガソーラー、フロート型ＰＶなど）の現場を見学することにより、地域脱炭素の具体的な取組の課題や意義等をはじ
め、2日目に学ぶ地域経済循環分析波及効果ツールにおける再エネ導入量等について具体的なイメージを得ることで理解を深める。

・視察先は、所沢市における地域脱炭素の取組や再エネ施設とする。
　現地視察①：北岩岡太陽光発電所
　現地視察②：メガソーラー所沢
　現地視察③：フロートソーラー所沢

研修生同士の交
流・ネットワーキン
グ等を目的とした
懇親会（参加任
意）

16：35～
17：15
（40分）

【講義・解説】地域経済循環分析について 【演習】地域経済循環分析について 【演習】地域経済循環分析について 【成果発表】 【講義】波及効果ツールについ
て

【演習】波及効果ツールにつ
いて

・地域経済循環分析に関する講義・解説
・地域の長所、短所、施策の方向性の検討方法の解説

・地域経済循環分析自動作成ツールを
踏まえた各地域の特徴整理、施策検
討演習
・成果発表に向けた作業

・地域経済循環分析についての演習に
おける分析結果や施策の方向性の検
討に関する全体/グループ内での共有
や発表

・地域経済を向上させるプロジェ
クトの作り方に関する説明
・経済波及効果ツールに関する
説明

・波及効果ツールを実際に
用いて各地域の経済効果の
演習

【自
主学
習】
・適
宜振
返り
など

9：00～
9：50
（50分）

休憩
10分

10：00～
11：30
（90分）

休憩
10分

11：40～
12：00
（20分）

12：00～
12：20
（20分）

＜研修生 移動＞

【講義・解説】地域指標分析ツー
ルについて

【演習・発表】地域指標分析ツールについて 【まとめ】 【閉講式】

・地域指標分析ツールに関する
講義・解説

・地域指標分析を踏まえた各地域の特徴整理や施策検
討、演習
・全体/グループ内での共有や発表

研修全体の
講評及び地
域循環共生
圏に関する
取組み紹介
等

休憩
10分

14：40～
15：40
（60分）

休
憩
5
分

（別添２）
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